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韮崎市の穀倉地帯である藤井平は、遺跡の宝庫として広く一般に知られており、これまでに県

営圃場整備事業や公共事業に係り多くの遺跡が発掘調査され貴重な文化財が発見されて
います。

なかでも、市立北東小学校建設にともない平成元年～ 2年に実施された宮ノ前遺跡の調査では奈

良・平安時代を中心として400軒あまりの住居跡が発見されています。近年では公共事業ばかり

でなく民間の開発にともなう調査も増加し、埋もれた郷上の歴史が次第に明らかになりつ
つあり

ます。この度刊行された本書は、このような埋蔵文化財発掘調査件数の増加する藤井平の一角で

発掘調査された坂井堂ノ前遺跡の報告であります。

坂井堂ノ前遺跡は、韮崎市文化ホール前通り線建設にかかり、その路線上にあつた藤井郵便局

の移転建設にともなって平成 7年度に発掘調査されました。詳細は報告文に譲りますが、古墳時

代後期の竪穴住居址 2軒、奈良時代の竪穴住居址 2軒などが発見されました。これまでは古墳時

代後期の遺跡ば調査例がなかったと聞き及んでおり、同じ年に調査された、後田第 2遺跡では同

時期の遺構が、また枇杷塚遺跡ではそれよりも古い古墳時代中期の遺構が発見されており、坂井

堂ノ前遺跡を含めたこれらの遺跡発見は地域の歴史の空白部分を埋める重要な出来事と言えましょ

う。坂井堂ノ前遺跡の住居址からは須恵器・土師器といった当時の生活用具がみられ、それらは

当時の生活や文化を知る上で貴重であり、文化財として永く後世に伝えて行かなければと思
って

おります。本報告書が我々の先人の生活と歴史をときあかすための手助けになればと願っており

ます。

最後に、遺跡の発掘調査並びに報告書作成に伴い、多大なる御理解と御協力を賜った関係諸機

関及び関係者の皆様方に深く感謝を申し上げます。

平成 8年 3月 31日

韮 崎 市 遺 跡 調 査 会

会 長 秋 山 幸 一

韮 崎 市 教 育 委 員 会

教育長 志 村 良 典



例

1 本書は、山梨県韮崎市諜井町坂井堂ノ前75-1番地に所在した坂井堂ノ前遺跡の発掘調査報

告書である。

2 発掘調査は、藤井郵便局建設に係り行われた。
3 遺跡の名称は、小字名を用いた。
4 発掘調査は、地権者である下條文武氏から委託を受け、韮崎市遺跡調査会が実施した。調査

組織は別に示すとおりである。

5 遺跡基準点はGPS基準点設置で、株式会社一瀬調査設計による。
6 航空写真測量は株式会社フジテクノによる。
7 整理作業及び報告書作成にかかわる業務は、韮崎市遺跡調査会が実施した。
8凡  例

① 遺構の番号は発掘調査現場において付けたものである。

② 縮尺は各挿図ごとに示した。挿図中のドットは焼上をあらわす。

③ 遺構断面図の水糸標高 (m)は数字で示した。

④ 挿図断面図の電移勿 は石をあらわす。

⑤ 歴史時代土器断面、白ぬきは土師器、黒は須恵器、網点は陶器をあらわす。

⑥ 写真図版中遺物に付けられた番号は、実測図の番号と対応する。
9 発掘調査及び報告書作成に当たっては、多くの方々から御指導・御協力・御鞭撻をいただい

た。一 御々芳名を上げることは避けるが、厚く御礼を申し上げる次第である。

10 発掘調査、整理によって出十並びに作成された遺物及び資料は、韮崎市教育委員会において

保管している。

調 査 組 織
1 調査主体  韮崎市遺跡調査会
2 調査担当  山下孝司 (韮崎市教育委員会社会教育課)
3 調査参加者

青山みち枝・秋山東・石原ひろみ。小野初美・深沢真知子・功刀まゆみ。清水由美子。三井

福江。新井立男

4 事 務 局 (韮崎市教育委員会社会教育課)

教育長 志村良典、課長 深谷 卓、課長補佐 深沢義文、係長 内藤晴人、野口文香
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I 発掘調査の経緯と概要

1 発掘調査にいたる経緯

平成 7年 4月、韮崎市都市計画課より韮崎市教育委員会に、文化ホール前通り線建設にかか

り、路線上にある藤井郵便局の移転先 (藤井町坂井堂ノ前75-1番地)に関して埋蔵文化財の

問い合わせがあった。当該地域は堂の前遺跡の南方200mにあり遺跡の存在が予想されたため、

本市教育委員会立ち会いで遺跡の有無確認を実施したところ土師器破片が出上した。その結果、

県教育委員会学術文化課の指導を受け本市教育委員会・市都市計画課・藤井郵便局で協議を行

い、遺跡名を坂井堂ノ前遺跡、調査主体を韮崎市遺跡調査会として、造成工事に先立って建設

予定地内の約150どを対象として発掘調査を行い、記録に留め永く後世に伝えることとした。

2 発掘調査の概要
発掘調査期間  平成 7年 6月 5日～ 7月 19日

調査は重機により基本的に遺物出土確認面まで排上を行い、地形等を考慮し測量の基準とし

て、任意に5m間隔の方眼を設定し、鋤簾等を用い精査を行い、随時試掘溝を設定して遺構確

認後掘り下げを行った。

Ⅱ 遺跡の立地と環境

1 遺跡の立地

坂井堂ノ前遺跡は、山梨県韮崎市藤井町坂井字堂ノ前地内に所在した。

韮崎市は、山梨県の北西部に位置し、甲府盆地の北西端を占めている。市内を貫流する釜無

川・塩川により、地形的にほぼ山地・台地・平地の三地域に分けられる。

坂井堂ノ前遺跡の所在した塩川右岸の氾濫原は、塩川の浸食によって造られた茅ケ岳山麓の

断崖と、七里岩台地東側の片山とに挟まれた低地性の平地となっている。この平地は通称藤井

平と呼ばれ、地内を貫流する黒沢川・篠井堰により水利がよく、肥沃で豊かな水田地帯が広がっ

ている。また、『甲斐国志』には「穴山ヨリ南小田川、駒井、坂井、中條、下條、韮崎等ノ数

村ヲ里人藤井ノ庄五千石 卜云」と記載があり、古くから穀倉地帯であったことが窺える。当該

地帯は一見平坦地の様相を呈してはいるが、地形を観察してみると、度重なる氾濫によって自

然堤防状の微高地が所々に発達していることがわかる。藤井平は、このような微高地上に遺跡

が点在しており、坂井堂ノ前遺跡は標高約380mの水田下に発見された。

2 周辺の追跡

番号 遺 跡 名 時 代 区 分 備 考

① 坂 井 堂 ノ 前 弥生・古墳・奈良

② 宮  ノ  前 縄文・弥生・奈良・平安 平成元年～平成 2年 韮崎市遺跡調査会調査

―
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坂井堂ノ前遺跡①と周辺の遺跡  (1/10,000)

-2-

第 1図



盤

罐

ｔ
み
〓

森
筆

第 2図 遺跡調査区域図  (1/750)
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第 3図 遺跡全体平面図  (1/120)

番号 遺 跡 名 時 代 区 分 備 考

③ 宮 ノ 前 第 2 奈良・平安・ 中世 平成 2年度 韮崎市教育委員会調査
④ 宮 ノ 前 第 3 奈良・平安 平成 4年度 韮崎市遺跡調査会調査
⑤ 宮 ノ 前 第 4 弥生・奈良・平安 平成 6年度 韮崎市遺跡調査会調査
⑥ 後 田 第 2 縄文・弥生・古墳・奈良・平安 平成 7年度 韮崎市遺跡調査会調査
⑦ 枇  杷  塚 古墳時代中期 平成 7年度 韮崎市遺跡調査会調査
③ 下 横 屋 弥生 。平安 平成元年度 韮崎市教育委員会調査
③ 後 田 縄文・弥生・古墳e奈良・平安 昭和63年度 韮崎市教育委員会調査
⑩ 堂  の  前 弥生・奈良・平安 昭和61年度 韮崎市教育委員会調査

Ⅲ 遺跡の地相概観

坂井堂ノ前遺跡は、翻 II右岸氾濫原の微高地上に立地する。位置的には北下条集落の北側にあ

たり、堂の前遺跡から南へ200m程離れている。遺跡は文化ホール前通り線端にあり、東側には

新興住宅地が形成されている。

-4-



V 遺構と遺物

発掘調査の結果発見された遺構は、狭い調査面積にもかかわらず、竪穴住居址が 4軒、土坑 1

基となっている。(第 3図参照)

<1号住居址> (第 4・ 5図 )

〔遺構 〕

調査区域北東端に位置する。東西3.7m、 南北3.5mの規模で、平面形はほば方形を呈する。南

側壁は2号住居址と重複しており、やや不明瞭であった。壁はやや外傾しながら立ち上がる。発

掘調査面からの深さは40cm前後と比較的深い竪穴となっている。カマドは東壁に作られ、袖の芯

に石を用いてつくられており、 lm× 1.2m程の大きさがある。床面は中央部分がやや高い。柱

穴 。周溝は無い。

〔遺物 〕

遺物の出土は少ない。奈良時代。

X380,4

B 380,5

第 4図  1号住居址平・断面図  (1/60)

ν

静
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出土遺物一覧
(単位 cm)

<2号住居址> (第 6・ 7・ 809。 10図 )

〔遺構〕

調査区域東側中央に位置する。規模は東西3.6m～ 3.8m、 南北4.lm～4.3mで 、平面形は長方

形を呈する。北側は1号住居址と重複し、南半分は3号住居址を切って構築されており、発掘調

査面では遺構の範囲が今一つ明瞭につかめず、壁の立ち上がりも本住居址の床面と他の住居址の

床面との差異を確認してから把握した。発掘調査面からの深さは60cm前後を測り、深い竪穴とな

る。カマドは西壁に粘上によってつくられるが、北側に本来のカマドとは別に焼土が発見された

のでつくり変えがされたのかもしれない。煙道は長い。床面はほぼ平坦。柱穴。周溝は無い。

〔遺物 〕       ヽ

遺物の出土は比較的少なかった。古墳時代後期。

出土遺物一覧
(単位 cm)

番号 種類 器形
法  量

胎  土 鯛曖酔 整 形・特 徴 。その他
器高・口径・底経

1 須恵器 雰 ―,  一, 9.4 砂粒を含む 姿蓬也
―ブ色 付高台

底部が高台より出ている     底部破片

土師器 邪 零暑誉恋
・白色粒にぶい橙色

橙色 農翁目最民多品琴
形の後撫で

口縁部一部欠損

土師器 甕 ―,  一, 11.9 赤・ 白色粒子を合む

にぶい橙色
一部黒変
淡橙色～にぶい桂色

内外面一横撫で

胴部～底部破片

土師器 甕 ―,  一, 9.6 吾霊ち3最薯蕃3 括ぶよ臨 色内面
一磨滅により不鮮明
外面―縦方向の撫で

土師器 甕 ―,31.5,  一 粗
い赤色粒子と砂
粒を含む

にぶい橙色 全号三霞£言争豊最ζ曇脅宮蕃at刑課晟F
縄文
土器
土器
片 雲母と砂粒を含む にぶい黄橙色

外面―
瀑瞑型豊樗獲2枯諺菱繁完言雲素離拝

7 石器
長  巾  厚
9。 1, 4.7, 1.4 婚誹訓倦質砂岩

番号 種類 器形
法  量

胎  土 鯛嶼酔 整 形・特 徴。その他
器高・口径。底径

1 須恵器
観

士鍾
―, 7.1,  一 黒色粒子を含む 灰白色灰白色～灰オリーブ色

揃輻謝缶籠零艶饗需爺靱 絹
土師器 邦 赤 。白色粒子と少

量の金雲母 橙色
内面―屋鐙せ辱襟詈ヽ

みこみ部雑なつくりで
外面―雑な削りが見られる     4/5残

土師器 不 ―, 12.5,  一 白
。赤色粒子を含
む 黒色

内外面ともに丁寧な磨きが施されている
破片

土師器 堺
金雲母、赤色泣子
を含む

褐灰色
灰褐～黒褐色 環唇三褒9翫丁援争送原発とぃる   破片

土師器 鉢 ―,18.0, 7.2 e驚咽需量
に混入 色褐

色
黒
褐 界目正機弄向ヘラ削り 口縁部、底部破片

土師器 鉢 ―, 14.2,  一 暮尋粒子、雲母
をにぶい褐色
橙色～にかい橙色界岳聖最器 で鳥罷『最撫塁

整形
2/3残

土師器 甑 15.6, 砂粒を含む
にぶい橙色

疋撃語籍色 g§
:至酵再雹を拿F領懇けて黒変 1/2残

土師器 甕 粗めの砂粒を含む 暗褐色～黒色にぶい赤褐色～暗褐色農票三葉型番
日  外面―縦刷毛目

 1/2残

土師器 甕 ―,  一, 5,( 赤色粒子を含む 暗赤褐色 環召三裂毒島ヘラ削り      底部破片
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号住居址遺物出土状態・カマド平 。断面図 (1//60)

番号 顧 器形
法  量

胎  土 鯛頓Э 整 形・特 徴。その他
器高・口径・底径

土師器 甕 愈評子を豊鼻薫髪ぶい橙色 胴部破片
界署三盛拌扇位方向ヘラ削り

上師器 一望 ―,  ―. 8。 C 憲雲母
と砂粒を含盟蛮憬岳色 魯量三棗量層

目、胴下部黒変
 2/5残

土師器 V 赤色粒子を含む 褐色黒褐色 胴肩部破片
ロクロ成形

土師器 壺 ―, 12.8,  一 g魯ど日立
つ砂粒
議絶 界吾三簿剛舌締電目         破片

土師器 壷 ―, 15.2,  一 赤
。自色粒子を含
む 極dい褐色 内面一刷毛撫で

外面一雑な刷毛整形 嗣部黒変 1/4残

石器

石器 石匙
長  巾  厚
■3, 5。 3, 1。 こ 奢塀ほ磐畏唇慇最急

れる

鋒 甕 目暑粒子
と雲母を唇黒い橙色 召書覇疋男看暴見られる    日縁部破片

-8-
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5

2号佳居址出土遺物  (1/3)
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<3号住居址> (第 11・ 12・ 13・ 14図 )

〔遺構 〕

調査区域南東側に位置する。北東部分は2号住居址に切られている。規模は東西約5,lm、 南

北約4.7m。 北東側壁が遺存していないが平面形は長方形を呈すると思われ、調査内では比較的

大型の竪穴となっている。壁は外傾しながら立ち上がり、確認面からの深さは50cm前後。カマド

は検出されなかった。床面はほぼ平坦で、柱穴 。周溝は無い。

〔遺物〕

遺構の残存状態に比して良好であった。古墳時代後期。

出+浩物一覧
(単位 cm)

③

ρ

鋏

S°

第11図  3号住居址遺物出土状態  (1/60)

N

０
。り

番号 種類 器形
法  量

胎  土 鯛曖酔 整 形。特 徴。その他
器高・口径・底径

l 土師器 高郷 ―,  一, 10。 7 粗い赤色粒子と砂粒を含む 灰黄褐色～黒褐色 界唇三貸琴罰り    HIT部 破片

土師器 邦 聟ど圏竃露早慈督
む

黒色

内面―ていねいな磨きの後暗文が不規則に入
る

外面―
民
縁部磨き、体部から底部削り

9烙撲

土師器 不 赤色粒子を含む 奄祭暑色 農釜璽二錬員菱
赤彩色されaヽ る

 ッ畷
4 土師器 邦 細かい金雲母、赤

色粒子を含む 灰褐色～褐灰色 界唇三奮繊鋭種撼急ぽ蔀質督饂ぢり不夢刀残

土師器 邦 ―, 12.8,  一 赤色粒子を含む にぶい赤褐色
界詳蕪報籍浮ぞと1手:醤義禄

土師器 邦 ―, 11.4,  一 白色粒子を含む 膳宋糟査偶
色
界唇三質夢肖1り と磨き      口縁部破片

-12-
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第12図 3号住居址平・断面図 (1/60)

2m

番号 種類 器形
法  量

胎  土 鯛曖酔 整 形・特 徴。その他
器高・口径・底径

土師器 鉢 ―,17.8,  一機割柔E
黒色
橙色～にぶい赤権
色

内面―焉毛省法弯霞忌黒終菅お季泰ゼ査aれ
外面一森部削り日縁横撫で     1/5残

土師器 鉢 8,7, 15。 8,
白・黒色粒子を含
む

にぶい橙色
口縁部横撫で、器面は撫でられるが刷毛目痕

農最罰サ
る
 内外一部煤けている  1/3残

土師器 鉢 ―,16。 鶴 6。 C 赤色減子を含む にぶい橙色
内外面一
懇髪9尋報ξ

廿患s験仁1送豊線4

土師器 甑 9,8, 14。 4, 赤色粒子を含む にかい橙色
界暑
始
番買冒酬,みみられる

1/2残

土師器 壷 ―,  一, 5。 8 粗い砂粒を含む
色
色
褐
褐
黒
暗 農票三栞製覆日  外面

―粗浦緊琵震欝破片

土師器 甕 ―,16.6, 一 砂粒を含む 長鎚警 寅目三嘗裂読忌横替綴蔀廻請鎌機評
毛辱ゎ袋

-13-
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第13図 3号住居址出土遺物  (1/3)
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第14図 3号住居址出土遺物  (1/3)

<4号住居址> (第 15・ 16・ 17・ 18・ 19・ 20・ 21・ 22図 )

〔遺構 〕

調査区域北西端に位置する。規模は、北辺約3.5m、 南辺約3.3m、 東辺約2.9m、 西辺約3.3m

で不整な方形の平面形を呈する。壁はやや外傾しながら立ち上がり、確認面からの深さは20～40

cm前後。床面はほぼ平坦。柱穴 。周溝は無い。カマドは東壁南半分に、石と粘上を用いて構築し

てあったと思われるが、遺存状態は良好ではなかった。西壁南半分から5号住居址のカマドが検

出されており、この部分で 5号住居址に切られている。

〔遺物 〕

遺物は、カマド周辺と北西側に大まかな分布があり、出土は多量である。石が大量に入り込ん

でいた。時期は奈良時代。

出土遺物一覧
(単位 cm)

番号 種類 器形
法  量

胎  土 色調(環目) 整 形・特 徴 。その他
器高!口径・底径

土師器 賓 ―,24.0,  一 各色砂粒を含む に
ぶい赤褐色
にぶい橙色

寮目正

常拿熱雰蕎竃星

刷毛目

  口縁部破片
土製品 おもり 粗い砂粒を含む

にぶい橙色
(タト申 破片

聖条 甕 砂粒を含む 指炭雹黄橙
色 丹冨型

墨釜書星撰隻
會震晨隻
撫で

   破片

番号 種類 器形
法  量

胎  土 鯛頓Э 整 形・特 徴 。その他
器高・口径・底径

l 須恵器 蓋 ―, 15。 9,  一竪ぢF果学重督尾
子も少量含む

にぶい橙色～灰褐
色
褐灰色

ロクロによる整形  内面―撫で外面―練謙キ課民零
ヘラ削り
    2/5残

須意器 邦 白・黒色粒子を含
む 疑皇色 外面一撫でが雑なのか器面がザラつい

ぅ鳩農

須恵器 不 白・黒色粒子を含
む

灰オリーブ色～オ

炭晏拒畳色 舜舎
生墓缶難憲作りなのかザラついてい晟片

4 須恵器 邦 粗い砂粒を含む 灰白色
外面―
書晟
二tとび七奪来巖協ネ季ヨぢ†i宅俗

須恵器 甕 ―,24.0, 一 白色粒子を含む 灰色
灰オリーブ色

寅署三笞撥程撫司ち頸部～胴習縁定結轟緩驀

須恵器 質
黒。白色粒子を合
む 灰白色～黄灰色 内舌里銚蔀盈藷髪み痕あり外面一胴部に叩き目がみ

呂繊魚～胴上部破片

一-15-―
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出土遺物  (1/3)

需 種類 器形
法  量

胎  土 色調(界召) 整 形。特 徴。その他
器高。口径・底径

土師器 邦 3.1,13.8, 砂粒を含む にぶい橙色 屋魏荘 笥a整
形
  口縁部二部欠損

土師器 郷 3.3, 14.8,
赤・黒色粒子を含
む

にぶい橙色
橙色

で撫
り
に
削
よ
ｙ
フ

と

ヘ絲 1/4残

土師器 邪 3.9, 10。 9, 砂粒を含む
にぶい黄橙色
明黄褐色

外面―糧いヘラ削り
        1/4残

上師器 邪 5.a18.0, 赤・黒色粒子を含む 浅黄橙色 内面一暗文がみられるが不鮮明   1/5残
上師器 不 2.6, 14.0, 赤色粒子を含む 橙色 内外暗文が施されている      2/3残

土師器 郷 &0,15。 2, 赤色粒子を含む 髭ぶよ橿琶～橙色界罷三難系窃;秩舜胃英ラ肖uり 回縁部欠損
土師器 不 3.5, 14.0, 赤・白色粒子を含む 橙色 内面―ロクロによる撫で      3/4残

土師器 杯 2.9, 15。 6,
白・黒色粒子を含
む

にかい橙色 身吾三森酷雫霊民ζ昂孝れぞ
こみ部中心
振写

土師器 不 ―,13.0,  一 白色粒子を含む 経奮f果福色
内外面一丁寧な磨きに暗文が入る

督畷鎌緩片

土師器 邦 3.4, 14.0, 赤色粒子を含む 捩糧七～にN増色農票三資ラ読琴綴裂刻       2/3残
土師器 邪 3.α 14.3, 恋

・白色粒子を含にぶい橙色 界吾
=攘
嚢尋、底部回転ヘラ削リ ツ3残

上師器 邦 6.α 17.5, 12.4 細かい赤色粒子を含む糖色 内外面―ていねいな磨き      4/5残

-17-



番号 種類 器形
法  量

胎  土 色調
面
面
内
外 整 形 。特 徴 。その他

器高・口径・底径

土師器 堺 5。 1,15。 2, 鶴霧葵墓嘗晨二部懃
撫で整形の後、内外丁寧な暗文

漂錦ぅ兆臭損

土師器 罫 3.4, 14.5, 砂粒を含む 婁程色
ス
ｇ
フ

い

ヘ
て
近
れ
付
餘一　
一

面
面
内
外

磨滅により不缶明残
上師器 皿 2.9, 15。 8, 赤色粒子を含む

黄橙色
橙色

文
き
暗
磨
部
ラ
み
ヘ
こ
部
み
底
一
一

面
面
内
外 1/5残

土師器 鉢 ―, 33.3,  一 砂粒を含む
灰黄褐色
褐灰色 寮目二嬢盤誦星目    回縁部～胴部破片

土師器 鉢 ―,13.6,  一 砂粒を含む 橙色～にぶい赤褐
色 界目三篤そヨ羅竜,甘吾F籍

念畿庭より覆拝

土師器 姿 ―,24.0,  一 赤
。自・黒色粒子
を含む

にぶい橙色～橙色寮召Ξ騰欝君H口きじめの笞濠鎌避蒲上部破片
土師器 賓 ―,21.0,  一 砂粒を含む にぶい赤褐色 昇吾三号晉瞥鍵寒:府爺恐善履§覺語酪機尋
土師器 樫
甕
―. 15.6,  一 砂粒を含む にぶい褐色 界詐磁躙鰯馨F脚酪翻鶏母

土師器
小型
甕
―, 14.0,  一

白。赤色粒子を含
む 笹色 環唇三吊祭研卒き目      口縁部破片

土師器 甕 ―,  一, 9。 2 砂粒を含む 橙色
内外面―カキロ
内面一みこみ部撫で   胴下部～底部破片

土師器 甕 ―,21.5,  一 白色粒子を含む 明赤褐色 環目三目綴難穫機尋、胴部縦方向替濠部破片

土師器 甕 ―,36.4, 一
子
含
粒
を調ヽっ

母
立
雲
目
金
の
む

色
色
橙

褐
い
赤
ぶ

い

韓

鱒 界目三目縁課農桑辱F購親希瞥ぁ理祀輔幹君
0咤目か?)    口縁～胴部破片

土師器 甕 ―,26.α   一 金雲母、砂粒を含む

にない糟色～にぶ

橙糧皇にぶい橙色

口縁部内外共に横撫で

:骨二愚移ξtt3婁目34室与と阜と;身壱
上師器 甕 砂粒を多く含む 蕃雹烏褐色 寮召三百欝量曾纂縫憲用留毛日、

さ
吊録続存

土師器 甕 ―,32.2,  一
立
含
目
を
ゆ
蠅
白
のめヽ

母
粗
雲

つ
む

橙色

目
で
キ
撫
変
翻簾
口

口

一

一　
一

面
面
内
外 冊離芽幹百

口縁～胴上部破片

土師器 甕 ―, 23,7,  一
砂粒を多く含む 慾黄黄

ぶ

ぶ
に
に
色 各昇三目魯尋贔ど;車号と言辱Rを目(カキ

ロ縁～胴上部破片

土師器 甕 ―,30.2, 一 砂粒を含む にぶい黄橙色 界目三薔馨覆撫で、胴部カキロ
ロ縁～胴部破片

土師器 甕 35.0,25。 a 9,2 白色砂粒を含む 歪恨黒赤褐色～暗
赤褐色

界悪三

魯書量墓を好ょ警
、横方向の撫

ぅ漏泰

土師器 樫
甕
―, 14.0,  一 白色砂粒を含む 赤褐色

鵬
目

≫

キ

？

カ

ロ

く

キ

ロ

カ
毛
く制朝

縁
刷
口
横
三期

土師器 甕 ―,  一, 8,2 砂粒を含む にかい赤褐色 外面―カキロが施される 胴下部～底部破片
土師器 ―,  一, 9.0 砂粒を含む 赤褐色 内面―撫で  外面―カキロ 耐 ～底部破片

土師器 甕 ―,  一, 9。 2 赤
。白色粒子を含
む 僣景冨系摺担橙

色界召三希ビ首争底索栞鍵晨肖uり  底部破片
土師器 甕 ―,  -1 8。 9翌士躯よ是穏薬ξぎ目にかい赤褐色にぶい橙色

界目三写撃皆1猿否薯明底請牟鼻型法部破片
土師器 /1達 ―. 8.8. ―恋魯8・

黒色粒子種琶～にかい橙色
ロクロによる整形
外面磨かれている    日縁部～肩部破片

土製品 鞄 拍 ―,  ―. 3.1 細かい砂粒を含む
にぶい黄橙色
にぶい橙色

内面―撫で
       胴下部～底部破片

鉄器 鉄鏃

鉄器 刀子

鍔 釘 ?
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第23図  5号住居址出土遺物 (1/3)



番号 種類 器形
法  量

胎  上 色訓(界需) 整 )レ・特 徴 。その他
器高・Iヨ径・底径

鉄器 不明

鉄器 刀子

生
器
弥
土

士師 砂粒を合む
にぶい黄椎色
にぶい橙色 している 頸部破片

<5号佳居址> (第 15・ 23図 )

〔遺構〕

5号住居址は4号住居址の西壁を切って構築されている。遺構の大部分は調査区域外であり、

僅かにカマドが確認されたのみである。発掘はできなかったが、南北方向で約3.2mを測る竪穴

と思われる。

〔遺物 〕

僅かに 1点のみである。

出土遺物一覧
(単位 cm)

<1号土坑> (第 24。 25図 )

〔遺構 〕

調査区域中央西側に位置する。規模は、東西約2.lm、 南北約1.4mで不整な長楕円形の平面形

を呈する。確認面からの深さは20～40cm前後。遺構の性格は不明。

〔遺物 〕

出上した遺物は少ない。縄文時代のものである。

|>

)       lm

第24図  1号土坑平・断面図  (1/30)
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番号 種類 器形
法  量

胎  土 鯛頓酔 整 形・特 徴 。その他
器高・口径・底径

l 土師器 鉢 砂粒を含む 橙色
明赤褐色
衆目三篇欝薯悠墨詩啓髯不鮮明 ツ2残

B′ 380.2



番号 種類 器形
法  量

胎  土 鰤尋(環語) 整 形・特 徴。その他
器高・口径・底径

1
縄文
土器 鉢 ―, 26.4,   一 砂粒を含む

明赤褐色
橙色

民絡避年響念慇會ら
れる

外面―g冤薄僚管かれ、胴苦犠筆平絹轟譲揮
2
文
器
縄
上 深鉢 ―,  一, 8,0 粗い砂粒を含む にぶい褐色 外面―底部に網代痕

底部破片

出+惜物一覧
(単位 cm)

<遺構外> (第26図 )

〔遺物〕

本遺跡からは遺構に伴うもの以外に、遺物が出上しており、以下に特徴的なものをあげて一覧

表に示す。

出十惜物一覧
(単位 cm)

番号 種類 器形
法  量

胎  土 色調(界吾) 整 形・ 特 徴 。その他
器高・口径・底径

1
文
器
縄
土 深鉢 砂粒を含む 操貧惜雹橙

色 沈線文と縄文が施されている
破片

2 石器
製
斧
打
石
長  中  厚
11.■  9.4. 2.4

石材は珪化圧砕片状ホルンヘルス

3 石器 石核
石材は黒曜石

4 石器
製
斧
生
右
長  巾  厚
a2, 6.5, 1.8

石材は硬砂岩
基部欠損

5 鋒 聟 ―, 15。 8,  一 白色粒子を含む 騎果福色
内面―横撫で
外面―頸部

哲
かけて櫛描波状文、

香壌蚤紳

6 鋒 ぽ ―,13.4,  一量あ暴亀軽孝を警む
にぶい橙色～灰褐
色 鼻暑望曇藍鵞揺籍誓農涙文

み塚司客
外面雑な

□縁部～胴部破片

7 璧 甕
金雲母、砂粒を含
む

にかい橙色
にぶい褐色 環唇二簿機習波状文      口縁部破片

8 鋒 甕 ―.  ―. 6.8 砂礫を含む にぶい橙色
にぶい褐色

目

目
毛
毛

用

用
横
縦
三面
面
内
外 底部破片

9 須恵器 邦 ―, 8.8,  一 細かい砂粒を含む 灰色 降灰している
口縁部破片

土師器 高雰 ―,  一, 9.9 赤・白色粒子を含む ぞ黒い赤褐色 往罹羅饗巽螢翫写ふ傘二剰2が
施され、内側
脚部破片

縄文
土器 深鉢

―, 5.0,  一 細かい砂粒を含む にぶい褐色 内外面―撫で

銭貨 径 = 2.5clll

―-26-―
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第26図 遺構外出土遺物  (1/3)
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めとまV

坂井堂ノ前遺跡の周辺は、遺跡が数多くあり、なかでも奈良・平安時代の遺跡数・遺構数は相

当量に及ぶ。今回の発掘調査でも当然奈良・平安時代の遺構が発見されるものと予想された。し

かしながら、前章でみたように、発見された遺構は奈良時代ばかりでなく、これまで当該地域で

発見例がなかった古墳時代後期の竪穴住居址が 2軒確認された。このことは藤井平の歴史の空白

部分を埋めるものとして、貴重な発見であり、調査当初から見れば歓迎すべき誤算であったとい

えよう。しかも同じ年に調査された200m程南に離れた後田第 2遺跡からも同時期の遺構が発見

されており、この時期の集落の展開が遺構を通して推測されることになった。

もともと本遺跡の西約300mには、「火の雨塚」と呼ばれる古墳時代の後期古墳 (現在は韮崎市

文化ホール駐車場の中に保存されている。)が存在しており、地元の言い伝えによると、この塚

はかつて富士山が大爆発したときに爆発によって降り注ぐ火の雨を避けるためにつくられた石室

のひとつであったという。この伝承は地元住民の石室が数多くあったと伝えており、そうであれ

ば群集墳であった可能性が高く、かつては後期古墳がこの地に点在しており、本遺跡周辺に集落

が形成されていたという景観が想定できる。本遺跡の発掘によって古墳時代後期の様相がある程

度明らかにされたことは大きな成果と言える。

また、当初予想した奈良時代の遺構は竪穴住居址 2軒で、そこからは盤状の郭が出土している。

盤状の郭は、甲斐型土器研究グループによる研究成果により、甲斐型土器の年代が従来の甲斐地

域編年よりおよそ50年朔ることになり、それまで奈良時代に置かれていた盤状の郭も8世紀前半

代に押し込められる結果となっており、近年甲斐型雰の出現の問題とともにその編年に見直しが

迫られている。このような状況のなか、本遺跡から出土した盤状の郷は、良好な一括資料となり

得るもので今後の編年研究に資するところ大であり、重要な発見であったと言える。

本遺跡の発掘によって、当該地域には古墳時代・奈良時代の集落が存在していたことが明らか

になった。そこから得られた資料は地域の歴史を復元する上で非常に重要なものであり、貴重な

文化遺産ではあるが、本報告書は限られた期間のなかで行われたものであり、それらのすべてに

言及出来ず、遺構とそこから出上した遺物を取り上げ掲載したものにすぎない。不十分な点は否

めないが、本書が古墳時代・奈良時代の研究に活用されるものと念じ、まとめとしたい。
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